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インターネット調査会社の保有する登録モニターのうち、全国 20～69 歳を対象とし、2014 年 2











                                                  
i  図中の A、B、C、D、E は、科学技術に対する関心の程度による区分を表し、科学技術に対する関心に関連し













































































































































                                                  
ii  「信頼できる」又は「どちらかというと信頼できる」のどちらかを選択した者の割合 






















































































































































































































































































































政治 国際関係 経済／金融 文化／芸術 科学技術関連 教育
















































































ニュース／報道 スポーツ 娯楽 科学技術関連 一般教養／教育 情報






















































































政治 国際 経済／金融 文化／芸術 科学技術関連
教育 スポーツ 娯楽／芸能 社会の出来事 趣味





















































































































































































































































































































































































































































(5) 過去 1 年以内に訪れた施設との関連 
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(8) 科学技術による取組みが重要である課題との関連 
○ 科学技術に対する関心が高い層は、「資源・エネルギー問題」、「国際競争力の向上」、「宇
宙開発」、「海洋開発」といったどちらかというとマクロ的な課題との関連が強い。 
○ 一方、科学技術に対する関心が低い層は、「防災・減災」、「少子高齢化社会対策」、「生
活環境の保全」といった自身の身近な問題として具体的なイメージが湧く日常生活との関
連が深い課題との関連が強い（図Ⅺ）。 
 
図Ⅺ 科学技術による取組みが重要である課題のコレスポンデンス分析 
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